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どんな研究 めざす未来 どこが凄い 

せつなの微笑みがこころを伝える 

対話は社会的な生活を営む上で不可

欠ですが、意思疎通の些細な齟齬か

ら対人関係を損なうことも少なくあ

りません。その問題解決を目指し、

本研究では、対話中の二者間の共感

／反感に関する外部観察者の解釈を、

対話者の行動から推定可能なモデル

を世界で初めて提案しました。 

従来の研究がある一人の感情状態を

推定しようとしていたのに対し、本

研究では対話中の二者の間の関係性

を推定するという新たな問題に取り

組みました。さらに、感情という曖

昧な対象に対し、観察者の解釈のば

らつきの分布を推定するという新し

い研究の枠組みを提案しました。 

感情がどのような行動として表出さ

れ、それが他者にどのように知覚さ

れるかの現象の解明を目指します。

そこから、円滑な対話を実現するた

めの遠隔対話システムの設計指針を

提供し、また、コミュニケーション

障がいの現象を解明するための研究

に役立てることが期待されます。 
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例）笑顔に対して相手の笑顔が遅れると反感に見えやすい 

 本研究の概要 

 

  
 

 

微笑 苦笑 

例） 

微笑 微笑 

例） 

表情の一致 

表情の不一致 

早い（200~400ms） 遅い（400~800ms） 
二者の表情の時間差（受け手の反応時間） 

（２）二者の表情の組合せ（共起） （１）二者の表情の一致性と時間差 

対話中の二者間の共感／反感に関して、外部観察者が
どう解釈するのかを対話者の行動から推定する。 

  
 

 

人の割合 
1 

0 

投票 観察者 共感 
反感 
どちら 
でもない 

対話二者 

【入力】表情、視線、頭部ジェスチャ 計算機 【出力】解釈の分布 

対話の場 

 観察者の解釈を推定するカギ 

・上記の関係性を確率モデル化  ・データ： 計70分間の対話に対する5~9名の観察者の解釈 
・時間差情報を使用することで反感の推定精度が14ポイント向上（66%→80%） 

※視線、頭部ジェスチャについても、 
  共起の仕方で解釈の傾向が変化 

 モデルと推定精度 

例）笑顔と笑顔の組は共感に見えやすい 
   笑顔と苦笑いの組は反感に見えやすい 

人物２の表情 

哄笑 
微笑 

無表情 
その他 
苦笑い 
思考中 

哄 微 無 他 苦 考 

 

0 1 確率： 0 1 0 1 

共感 反感 どちらでもない 

哄 微 無 他 苦 考 哄 微 無 他 苦 考 

ポイント：この傾向を共起確率行列で記述した 

観察者の解釈 ストレート 逆説的 

人の表情表出 
（従来知見） 

自発的 
例）Thunberg ’07 

意図的 
例）Dimberg et al. ’02 

  

人の解釈の多様
性を含めて推定 


